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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【転出】
・久保 聖二様～東病棟Cユニット4号室→南病棟C202号室

【転入】
・市川 義勝様～南病棟C202号室→東病棟Cユニット4号室

＜患者様連絡事項＞
・木原 真理菜様～Fa主治医面談。本人の状態は病棟では安定している状態であり、Faが望むのであれば外泊訓練を行い退院へとつなげていくのがよいだろうと。早速3/4～3/5の外泊を希望されており、申請している。

・中居 敬悦～本日CT、レントゲン、血培実施。両側肺炎にてセフトリアキソン継続。Faへ治療意思確認の電話し、急変時の搬送希望を改めて確認している。3/4も呼吸数が早いようであれば、日中に総合病院へ相談と。



＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中他患者への付き纏いや他室侵入有り早めに開放観察終了する。
引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を
目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。他者への話し掛けあるが過度とはならず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。開放中妄想言動聞かれているが不穏興奮無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・三浦　みよ子様～終日隔離中。多弁さ有るが不穏興奮はない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜金Dr診察＞
・処方、指示変更等なし。

＜村上Dr診察＞
[bookmark: _GoBack]・小澤　薫様～退院後環境は、現在の住所から転居する必要もある為、SWと連携をとりながら現在の住んでいる場所等の把握も含めて退院に向けて関わっていくようにと。
